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中学校給食（選択式）を御利用の皆様へ（お詫び） 

 

 

今回の中学校給食（選択式）が原因の食中毒につきまして、保護者の皆様、そして、何より中学

校給食を喫食した生徒、教職員の皆様に辛い思いや御迷惑をおかけし、誠に申し訳ございませんで

した。一日も早い回復をお祈り申し上げます。 

 

 本市教育委員会としましては、安全・安心な学校給食を提供するために、あらためて衛生管理の徹

底を図るとともに再発防止に万全を尽くしてまいります。 

 また、中学校給食（選択式）の再開に向けて対応を図ってまいりますので、御理解と御協力を頂き

ますようお願いいたします。 

 

 

令和４年５月２５日 

座間市教育委員会 

教育長 木 島  弘 
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１ 座間市中学校給食（選択式）の概要 

座間市中学校給食（選択式）は、平成２７年９月から東中学校、栗原中学校で試行実施し、

平成２９年２学期からは全校６校での中学校給食（選択式）の実施。 

 

２ 食中毒事件の概要 

⑴ 発生日時  令和４年５月１９日（木） 

⑵ 喫食者数  ７７１名 

⑶ 有症状者数 ２４９名 

⑷ 入院者数  ０名 

⑸ 主な症状  腹痛、下痢など 

⑹ 原因施設  中学校給食受託業者調理場 

⑺ 原因食品  不明 

〇５月１９日（木）に提供されたメニュー 

チキンのプロバンス風、じゃが芋とツナのカレー炒め、パスタサラダ、マンゴーゼリー 

⑻ 病因物質  ウエルシュ菌 

⑼ 措  置  厚木保健福祉事務所は、原因施設に対して、５月２５日（水）から営業禁止を 

決定 

 

３ 食中毒事件の経過 

５月２０日（金） ・８時３０分、A中学校から、前日に給食を喫食した教職員数名が腹痛を

訴えているので学校へ来てほしい旨連絡を受ける 

・９時２５分、B中学校からも、生徒８名欠席のうち５名が腹痛・下痢の

症状、教職員数名が腹痛を訴えている旨連絡を受ける。 

・９時３０分、中学校給食（選択式）調理等受託業者（以下、受託業者）

及び中学校給食牛乳提供業者に複数の学校で生徒及び教職員が腹痛や

下痢の症状を訴えている旨を連絡する。 

・１０時４６分、複数校から教職員及び生徒が腹痛・下痢の症状がある旨

連絡を受けたため、座間市教育委員会（以下、市教委）は食中毒発生の

疑いがあると考え、厚木保健福祉事務所食品衛生課（以下、保健所）に

連絡。 

・保健所は受託業者の立ち入り検査によって拭き取り調査等を行う。 

・保護者に対して、５月１９日に提供した中学校給食について食中毒発生

の疑いがある旨ＬＩＮＥで周知する。 
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・保健所の協力を得て、教職員を対象に食中毒（疑い）検査の協力を依頼

する。 

・保護者に対して、①原因究明中であること、②最初に教職員から土日に

検便検査を実施すること、③生徒に対する調査は月曜日から開始するこ

と、④原因が特定されるまで給食を止めること、⑤給食中止期間は家庭

でお弁当を用意していただくこと、の５点についてＬＩＮＥで周知す

る。 

５月２１日（土） ・保健所は受託業者への聞き取り調査及び検食の回収を行う。 

・保護者に対して、中学校給食の中止に伴い牛乳の提供も中止する旨をＬ

ＩＮＥで周知する。 

５月２３日（月） ・生徒を対象に、食中毒（疑い）調査の協力を依頼する。 

・保護者に対して、①５月２１日（土）、２２日（日）に教職員から検体を

採取し、保健所による疫学調査を実施している、②原因究明には数日か

かる見込みのため、５月２７日（金）までは給食（牛乳含む）の提供の

中止予定の２点について、ＬＩＮＥで周知する。 

５月２５日（水） （受託業者より） 

・先生方のほとんどの検便検査からウエルシュ菌が検出されたこと。 

生徒からも同じく検便検査からウエルシュ菌が検出されたこと。 

・５月１９日に給食を実施した６校中５校（西中学校は未実施）から健康

被害の報告があったことから、１９日の給食に起因すること。 

・牛乳やゼリーなど他社製造商品にて健康被害が他に報告がないこと 

以上の状況を勘案し、受託業者による食中毒事故との判断と至り、神奈

川県より営業停止処分を受ける旨の連絡が入る。 

 

・保健所から市に、保健所が受託業者を営業停止処分した旨連絡が入る。 

・保健所が２０時１５分頃にプレスリリースを行う。 

・市が保護者に対して、２１時１７分頃に、保健所の調査結果及び教育長

メッセージ、受託業者の謝罪文をＬＩＮＥで周知する。 

・市が２１時３０分頃にプレスリリースを行う。 

５月２７日（金） ・保健所が受託業者を立入検査し、改善を確認する。 

・保健所が受託業者に対して、営業再開処分を行う。 

・市が保護者に対して、中学校給食（選択式）中止継続と牛乳再開につい

てＬＩＮＥで周知する。 

５月３０日（月） ・牛乳の提供を再開する。 
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５月３１日（火） ・市教委の栄養士と受託業者の栄養士が調理工程等について打ち合わせを

行う。 

・市教委職員が、受託業者に立ち入り、保健所の指示項目や衛生管理につ

いての改善を確認する。 

６月１日（水） ・受託業者が保護者に対して「座間市中学校給食食中毒事故のお詫びと今

後の対応について」を発送する。 

・市が保護者に対して、中学校給食（選択式）が６月６日（月）から再開

する旨をＬＩＮＥで周知する。 

６月６日（月） ・中学校給食（選択式）の提供を再開する。 

 

４ 食中毒発生の原因について（受託業者から報告） 

検食の食材からは菌の検出ができず原因食材の断定がされませんでしたが、チキンのプロバン

ス風、じゃが芋とツナのカレー炒め、パスタサラダが原因である可能性があります。 

今回の事故のウエルシュ菌の特性は加熱では死滅せず４５℃前後（至適温度）で急激に増えて

腹痛・下痢などの症状を食後６～１８時間の間に引き起こします。 

弊社では９時から加熱調理を行い１０時半に盛付開始し１１時過ぎ配送車両で各学校にお届け

しております。この工程の中の加熱調理後に十分に冷やさずに（菌の繁殖最適温度帯の冷却処理）

盛付した事によって菌が増殖し発生したものと考えられます。 

適切な冷却処理をしておれば発生しなかった食中毒であり弊社の調理上の責任であると深く反

省しております。 

 

５ 再発防止策について 

【受託業者】 

受託業者は、保健所から、次の６項目について指示を受けました。 

⑴ 汚染（菌の付着）された可能性のある食材及び調味料の全廃棄 

⑵ 施設従業員のウィルス及び菌の保菌が無い状態の確認 

⑶ 施設内・厨房機材等適切な運用の確認 

⑷ 全施設・厨房機器の専門業者による殺菌消毒の実施 

⑸ 保健所が主催する衛生講習会の施設従業員の受講 

⑹ オペレーションマニュアル及び工程表の変更（必ず冷却工程を経て食品に付着する菌が増

殖する危険温度帯のリスクを最小にする） 

受託業者は、上記指示内容について、次のとおり改善することで、保健所から「適」の評価を

いただき、５月２８日（土）より営業の再開を許可されています。 

(Ａ) （変更前）加熱時における芯温計９０℃に達する事→（変更後）加熱時における芯温計 
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９０℃１分に変更 

(Ｂ) 初発菌を極力少なくするため洗浄されたカット野菜を使用直前に１回洗浄から２回洗浄に

変更 

(Ｃ) 弊社が製造し出荷する商品（焼き物、煮物、炒め物）において菌が急激に増える危険温度帯

（３５℃～５５℃）を真空冷却機もしくはブラストチラーを利用し短時間で２５℃未満に冷

やす工程を必ず経るものとする。 

 

【学校教育課】 

 学校教育課は、再発防止のために次のような対策を行いました。 

⑴ 学校教育課栄養士と受託業者栄養士及び調理員との献立会議で、調理工程についてより細

かく協議を行うように変更しました。 

⑵ 全ての献立を冷却し、温度管理を徹底するように受託業者へ指示しました。 

⑶ 受託業者に対して、「給食従事者の健康状態、衛生調査票（個票）」の点検項目（健康状態

及び被服等）について確認を徹底するように指示しました。 
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